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兵庫県教職員組合
代表者

　兵庫県教職員組合は、「教育の仕事」に

就かれたみなさんを心から歓迎します。

　１９４７年に結成された兵教組には、兵庫県

内約１２００分会（学校）の教職員のほとんどの

方が加入しています。子どもたちを豊かには

ぐくんでいくには、すべての教職員の協力・

協働の体制が必要です。私たちはチームワー

クと支え合いで、子どもたちにしっかり寄り添

い、人権を尊重する教育にとりくむことが大切だと考えています。

　兵教組は、教職員自らの教育力量を高めるとともに、地域や学校

で主体的・創造的な教育活動をすすめています。また、教職員の生

活や労働条件について、その向上・改善をはかってきました。

　あなたにとって兵教組はきっと大切なものになるでしょう。兵教組も、

若い力と感性をもとめています。ともにがんばりましょう。

メーデーに参加しよう！

女性部
釜口 清江

（本部）

新山 季美枝 

（西宮）

畑 直子（新） 

（三美）

岡本 典子（新） 

（三原）

※後日決定

青年部
三上 雅康（新） 

（本部）

曾根 成晃 

（神戸）

蔭山 康彦（新） 

（佐用）

藤井 ゆかり（新） 

（氷上）

事務職員部
松本 亨 

（宝塚）

白石 明 

（姫路）

今岡 正喜 

（美方）

養護教員部
倉内 典子 

（加印）

鶴房 美津子 

（西宮）

長田 由香里 

（赤相）

楠 千鶴 

（洲本）

障害児教育部 ※第１回委員会で決定

栄養教員部
須貝 直美 

（姫路）

八木田 久子 

（西宮）

田中 智子 

（美方）

宝子 一十美（新） 

（氷上）

幼児教育部
本落 夏紀（新） 

（西宮）

上梁 美映子（新） 

（西宮）

熊本 典子（新） 

（伊丹）

臨時採用

教職員部

谷本 竜太 

（西宮）

永井 佐喜子 

（川西）

松尾 寛子 

（姫路）

４
月
26
日
（
土
）、
第
85
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー

神
戸
中
央
大
会
が
神
戸
大
倉
山
公
園
野
球
場
で

10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
る
。
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、

「『
力
合
わ
せ
よ
う
！
心
つ
な
げ
よ
う
！
』
～

す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
連
帯
で
、
暮
ら
し
の
底

上
げ
を
め
ざ
し
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
を
実
現
し
よ
う
！
～
」

湊
川
公
園
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
大
倉
山

公
園
野
球
場
の
メ
ー
デ
ー
大
会
会
場
を
め
ざ
し

震
災
支
援
デ
モ
行
進
を
お
こ
な
い
、
メ
ー
デ
ー

会
場
へ
。
開
会
宣
言
の
後
、
実
行
委
員
長
や
来

賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
す
る
。
式
典
の
終
わ
り
に
は
、
豪
華
賞
品
が

多
数
当
た
る
抽
選
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

景
気
回
復
と
雇
用
・
生
活
の
安
定
に
む
け

て
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神戸大倉山公園野球場にて

４月２６日（土）は

昨年の中央メーデーでのデモ行進

（２０１３年５月１日、神戸市にて）

１４年度 専門部三役のみなさん （敬称略）

兵
教
組
の
み
な
さ
ん
、

３
年
間
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

日
教
組
で
は
、
教
育
文

化
局
の
教
育
研
究
部
長
と

し
て
、
全
国
教
研
や
学
習
指
導

要
領
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
教
研
を
企
画
・

運
営
す
る
一
方
で
、
道
徳
の
教

科
化
や
英
語
の
早
期
化
・
教
科

化
な
ど
、
学
習
指
導
要
領
改
訂

に
対
し
て
の
折
衝
が
当
面
の
仕

事
と
な
り
そ
う
で
す
。
初
め
て

の
仕
事
に
戸
惑
い
、
ほ
か
の
役

員
や
書
記
の
み
な
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
兵
庫
と
全
国
の
状
況

の
違
い
も
こ
の
短
期
間
の
間
に

い
く
つ
も
実
感
し
、
兵
庫
の
す

ご
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

兵
教
組
の
な
か
ま
が
い
る
こ

と
、
小
西
清
一
中
央
執
行
副
委

員
長
や
水
岡
俊
一
参
議
院
議
員

が
同
じ
職
場
や
東
京
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
、
が
ん
ば
っ
て

い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

初
任
の
宝
塚
支
部
で
学
ん
だ

組
合
の
果
た
す
役
割
、
三
美
支

部
で
学
ん
だ
な
か
ま
と
の
支
え

あ
い
、
兵
教
組
で
学
ん
だ
「
い

き
る
　
つ
な
が
る
　
み
ち
ひ
ら

く
」
の
精
神
を
は
じ
め
と
し
た

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
心
の
支
え

に
、
働
く
場
所
は
違
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益
の

た
め
に
、
な
か
ま
の
教
職
員
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た

め
に
、
み
な
さ
ん
に
負
け
な
い

よ
う
全
力
投
球
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
」

に
と
り
く
も
う
！

奥
平
康
弘
さ
ん
（
東
大
名
誉

教
授
）
や
大
江
健
三
郎
さ
ん

（
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
）
な
ど
の

呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
た
「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
」
が
、「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
」
を
容
認
す
る
閣
議
決

定
阻
止
に
む
け
提
起
し
て
い
る

全
国
署
名
運
動
に
、
兵
教
組
も

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送

る
な
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

憲
法
理
念
を
否
定
す
る
あ
ら
ゆ

る
動
き
を
許
さ
な
い
た
め
、
各

支
部
・
分
会
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日教組中央執行委員（教育研究部長）に

山木正博さん
昨
年
度
ま
で
３
年
間
、
兵
教
組
書
記

次
長
を
務
め
た
山
木
正
博
さ
ん
（
三
美

支
部
）
が
、
教
育
研
究
部
長
と
し
て
日

教
組
中
央
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
、
４

月
着
任
し
た
。
兵
教
組
か
ら
は
中
央
執

行
副
委
員
長
の
小
西
清
一
さ
ん
（
多
紀

支
部
）
と
の
２
人
と
な
る
。

山
木
さ
ん
に
決
意
を
語
っ
て
も
ら
っ

た
。

兵
教
組
で
学
ん
だ
精
神
を
支
え
に
全
力
投
球

堀江 啓一 

（三田）

メ
ー
デ
ー
と
は
…

労
働
者
の
祭
典
。
１
８
８

６
年
に
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が

８
時
間
労
働
制
を
要
求
し
て
お

こ
な
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
源

と
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
デ
ー
誕

生
当
初
の
主
張
「
８
時
間
は
労

働
に
、
８
時
間
は
休
息
に
、
８

時
間
は
自
由
な
時
間
に
」
は
、

今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

メーデーに参加しよう！
第85回神戸中央大会

新しい仲間の
みなさんへ

泉雄一郎 執行委員長

抽選会あり

部長 副部長

ゆとりあるセカンド

で、

教職員共済生協の

（年金共済・適格年金共済）（年金共済・適格年金共済）

ライフをめざしませんか？

公的年金にプラスし
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組
合
員
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
教
職
員
の
協
力
を
！

賛
同
者
募
集

協
賛
金

の充実、発展をめざそう！
「兵庫県教職員組合 教育文化・社会貢献事業」

「この車両のおかげで、新しい利用者の送迎が可能になり、
車いすの方も安心して利用いただけるようになります。
また、外出等に福祉車両を利用して活動範囲を広げながら
日常活動の充実につなげていきたいと思っています。」

社
会
貢
献
事
業

教
育
文
化
事
業

子
ど
も
と
親
の
劇
場

第
63
次
兵
庫
県
教
育
研
究
集
会

（
ひ
ょ
う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

の
記
念
事
業
と
し
て
、
11
月
８
日
に

ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
で
貞
松
・
浜
田
バ
レ

エ
団
に
よ
る
公
演
を
お
こ
な
い
、
子

ど
も
・
保
護
者
４
１
５
人
が
参
加
し

た
。

こ
ど
も
の
詩
と
絵

『
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
３ 

こ
ど
も
の

詩
と
絵 

第
34
集
』
を
３
月
２
日
に

発
刊
し
、
表
彰
式
・
発
刊
記
念
集
会

を
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
約
８

５
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

応
募
（
詩
７
２
６
編
、
絵
１
，
７

０
６
点
）
の
中
か
ら
、
詩
１
２
９
編
、

絵
２
５
４
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2.
赤
相
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
食
教
育
部
会
）

13
年
９
月
か
ら
上
郡
町
で
学
校
給

食
が
始
ま
る
こ
と
を
受
け
、
給
食
実

施
校
と
推
進
校
、
保
護
者
・
地
域
を

交
え
て
の
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
８
月

に
実
施
し
た
。
意
見
交
流
を
お
こ
な

い
、
食
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
食
育

に
つ
い
て
の
研
修
を
深
め
た
。

教
育
研
究
特
別
助
成

1.
尼
崎
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　（
平
和
・
人
権
・
国
際
連
帯
部
会
）

中
国
東
北
部
を
実
際
に
訪
れ
、
日

本
軍
に
よ
る
加
害
事
実
や
開
拓
団
と

し
て
の
生
活
の
聞
き
取
り
を
お
こ

な
っ
た
。「
残
留
孤
児
」
が
つ
く
り

出
さ
れ
た
背
景
の
掘
り
起
こ
し
を
お

こ
な
い
、
現
存
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

3.
美
方
教
育
文
化
研
究
所

　（
平
和
・
脱
原
発
部
会
）

平
和
教
育
の
地
域
素
材
を
発
掘
す

る
と
と
も
に
、
平
和
憲
法
に
つ
い
て

の
学
習
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
浜

坂
原
発
設
置
反
対
町
民
協
議
会
か
ら

講
師
を
招
き
、
脱
原
発
に
関
す
る
学

習
会
を
年
間
６
回
お
こ
な
っ
た
。

4.
津
名
教
育
研
究
所

　（
技
術
・
家
庭
科
部
会
）

「
生
き
る
力
」
を
育
む
技
術
・
家

庭
科
教
育
を
研
究
課
題
と
し
、
教
材

研
究
に
と
り
く
ん
だ
。「
生
徒
が
主

体
的
に
と
り
く
む
た
め
の
授
業
」
に

つ
い
て
の
研
究
を
す
す
め
、
10
月
の

技
術
・
家
庭
科
研
究
会
で
は
講
師
を

招
き
、
研
究
授
業
を
お
こ
な
っ
た
。

5.
三
原
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
防
災
教
育
推
進
部
会
）

各
学
校
に
お
け
る
学
校
防
災
計
画

の
見
直
し
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
や
２
次
避
難
場
所
を
想
定
し

た
高
台
へ
の
避
難
訓
練
な
ど
、
研
修

や
情
報
交
換
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い

防
災
計
画
の
策
定
に
む
け
て
と
り
く

ん
だ
。

就
学
援
助
事
業

県
内
の
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
に
在
学

す
る
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年

生
の
要
保
護
家
庭
・
準
要
保
護
家
庭

の
児
童
・
生
徒
１
３
，
１
６
１
人
を

対
象
と
し
て
就
学
助
成
物
品
を
届
け

た
。ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
兵

庫
県
に
避
難
し
て
き
て
い
る
児
童
・

生
徒
96
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
っ

た
。

支
部
教
育
研
究
助
成

１
支
部
に
つ
き
、
組
合
費
納
入
人

員
や
協
賛
金
に
基
づ
く
助
成
率
に

よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
金
額
＝
29
支

部
、
総
計
９
，
６
２
２
，
２
５
０
円

の
助
成
を
お
こ
な
っ
た
。

県
民
大
学
へ
の
助
成

ひ
ろ
く
県
民
に
開
か
れ
た
大
学
と

し
て
兵
庫
に
お
け
る
教
育
文
化
に
か

か
わ
る
研
究
・
啓
発
・
創
造
活
動
を

お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
支
部

教
育
研
究
集
会
講
演
会
等
と
の
共
催

と
し
、
29
支
部
に
助
成
を
お
こ
な
っ

た
。

福
祉
自
動
車
等
寄
贈

（
一
財
）
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
と
共

催
し
、
福
祉
自
動
車
２
台
を
次
の
施

設
へ
寄
贈
し
た
。

○�

キ
ン
ト
ー
ン
　
宝
塚
作
業
所

友
情
号
１
２
５
号

（
日
産
キ
ャ
ラ
バ
ン 

10
人
乗
り
）

○ 

生
活
介
護
　
じ
ゃ
が
い
も
の
家

友
情
号
１
２
６
号

（
日
産
キ
ャ
ラ
バ
ン 

10
人
乗
り
）

を
寄
贈
し
た
。

（
通
算
１
２
６
台
）

車
椅
子
寄
贈

（
公
財
）
日
本
教
育
公
務
員
弘
済

会
兵
庫
支
部
、（
一
財
）
兵
庫
県
教

育
会
館
と
共
催
し
、
車
椅
子
８
台
を

県
内
の
子
ど
も
た
ち
へ
寄
贈
し
た
。

（
通
算
５
３
９
台
）

児
童
養
護
施
設
等
支
援
事
業

次
の
２
施
設
へ
支
援
を
お
こ
な
っ

た
。

○ 

ア
メ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
　
広
畑
学
園

中
学
生
や
高
校
生
が
使
う
パ
ソ
コ

ン
整
備

○ 

児
童
養
護
施
設
　
睦
の
家

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
フ
ェ
ン
ス

の
修
理
、
花
壇
を
活
用
し
た
家
庭

菜
園
の
整
備
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ゴ
ー

ル
の
導
入
、
砂
場
の
拡
充

（
通
算
20
施
設
）

２０１３年度におこなった事業概要

　
兵
庫
県
教
職
員
組
合
は
、
１
９
７
８
年
よ
り
長
年
に
わ
た
り
、
組
合
員
の
カ
ン
パ
や

賛
同
団
体
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源
に
、
教
育
振
興
特
別
事
業
・
兵
教
組
福
祉
事
業

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
や
、
教
育
条
件
整
備
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
へ
の

就
学
支
援
事
業
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
07
年
度
か
ら
は
「
兵
庫
県
教
職
員
組
合
　
教
育
文
化
・
社
会
貢
献
事
業
」
と
し
て
、

さ
ら
に
事
業
の
推
進
と
充
実
を
め
ざ
し
て
発
展
的
に
見
直
し
、
兵
教
組
の
社
会
貢
献
事

業
と
し
て
の
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
13
年
度
も
４
，
９
３
９
人
の
方
に
賛

同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
８
年
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
の
趣
旨
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
社
会
貢

献
と
し
て
今
後
の
事
業
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

経済的に厳しい生活環境にある児童・生徒への支援をおこない、かつ県内の教育研究を助成するとともに、

教育及び文化の発展に寄与し、Philanthropy（社会貢献）の理念の普及、県民福祉の向上をはかるものです。

①�兵庫県内の公立小学校・中学校、中等教育学校および特別支援学校等に在学す

る児童・生徒に対する支援

②教職員の教育力量を高めるための研究助成

③�県民の教育および文化の向上と教育改革県民運動発展に対する助成

④県内の福祉団体等への助成

⑤その他、目的を達成するのに必要な事業

主におこなっている事業

受給者 は　　　　　　
一般教職員等 は

「協賛金」は�１口５００円 です。

… ５口 ２，５００円以上　　　　　　
… １口 ５００円以上
のご協力を呼びかけています。

※詳しくは各支部書記局へお問い合わせください。

引き続き、
みなさまのご理解とご協力をお願いします。

事
業
賛
同
者
の
か
た
へ
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